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□
本
號
口
繪
は
ワ
ツ
ト

マ
ン
九
ッ
切
の
ス
ケ
ツ
チ

に
し
て

去
年

文
部
省
展
覽
會
出

品

『
穗
高
山
の

麓
』
の
原
圖
に
候

□
次
號
に
は
戸

張

孤

雁

氏
の

『
コ
ン
ホ
ジ
シ
ヨ

ン
』
説
明
圖
を
添

へ
て
委
し
く
講
話
さ
る
べ
く
、山

本
鼎
氏
の
『
版
の
な
ぐ
さ
み
』
は
ヱ
ツ
チ

ン
グ
に
つ

い
て
詳
説
さ
る
べ
く
候

□
夏
期
講
習
會
場
は
奈
良

と
决
定
致
候
同
公
園
は

千
年
の
古
都
の
面
影
殘
り
居
り
樹
木
に
冨
み
建
築

に
彫
刻
に
寫
生
の
材
料
は
極
め
て
豐
か
に
御
座
候

□
さ
れ
は
初
歩
の
人
或
は
戸
外
寫
生
を
望
ま
ぬ
人

に
は
時

々
靜
物
寫
生
を
試
み
可
申
候

へ
共
出
來
る

だ
け
戸
外
に
於
て
實
習
致
さ
せ
候
方
針
に
御
座
候

□宿
舍
其
他

の
都
合
も
有
之
候
間
出
席
希
望
の
方

は

一
日
も
早
く
御
申
込
有
之
度
候

□
奈
良
に
は
完
全
な
る
彩
料
店
無
之
候
開
期
中
入

用
の
品
は
取
纒
め
東
京
又
は
京
都
よ
り
取
寄

せ
方

取
計
ひ
可
申
筈

に
候
得
共
差
當
り
入
用
の
も
の
は

御
用
意
あ
り
た
く
候

□
出
席
者
に
し
て
新

に
寫
生
用
具
を
求
む
る
方
に

は
文
房
堂
割
引
券
を
進
呈
可
致
候
に
付
返
信
料
を

添

へ
て
御
申
出
あ
り
た
く
候

近

事

△
日
本
水
彩
畫
會
五
月
例
會
は
、
月
の
二
十
四
日

研
究
所
に
於

て
開
會
、
午
前
は
大
下

講
師
の

『
繪

書
展
覽
會
を
見
る
の
心
得
』
と

い
ふ
講
話
及
、
眞

野
講
師
の
透
視
畫
法
講
義
あ
り
、
午
後
は
成
績
品

の
批
評
あ
り
、
出
品
百
五
十
余
點

、

一
等
赤
城
泰

舒
氏
の

『森
』
、
二
等
佐
藤
量
氏
の
『
牛
込
見
附
』
三

等
水
野
以
文
氏
の

『
靜
流
』
に
し
て
何
れ
も
賞
あ

り
、
次
に
デ
ツ

サ
ン
は
、
佐
藤
量
氏

及
水
野
以
文

氏
優
劣
な
く
賞
品
を
二
分
せ
り
。

△
仝
研
究
所
に
て
は
生
徒
の
作
品
四
十
餘
點

を
太

平
洋
畫
會
展
覽
會

へ
出
品
し
た
り
。

△
同
研
究
所
は
七
月

二
十
七
日
よ
り
九
月
十
日
迄

夏
期
休
業
を
な
す
べ
く
、
其
間
の
事
務
は

一
切
春

鳥
會
に
て
取
扱
ふ
べ
し

△
太
平
洋
畫
會
展
覽
會
は
盛
况

の
う
ち
に
六
月
十

四
日
閉
會
し
た
り

紹

介

◎
藝
術
界
　
七
月

の
巻

發
刊
の
辭
に
曰
く

『藝
術
界
は

一
部
の
月
刊
雜
誌

と
し
て
廣
く
凡
て
の
藝
術
を
網
羅
し
そ
の
進
歩
發

達

を
扶
植

す

る
こ

と
を
目
的

と
す

、
苟

も
藝

術
と

稱
す
る
範
圍

に
入

る
べ
き

も
の
は

悉
く
此

の
目
的

に
資

せ
ら

る
べ
き

も
の
と
す
。

東

西
古
今

の
既
製

藝
術

の
研
究
は

勿
論
、
そ

の
種
類

を
問
は
ず

そ
の

綱

目
を
分

た
ず

一
切
を
含

め
て

一
般
社

會

に
藝
術

の
何

た
る
か
を
示
さ
ん

と
す

る
な

り
。
黨

せ
ず

興

せ
ざ
る
是
れ
此

の
雜

誌

の
起
因
な
り

、
目
的
な
り

云

々
畫

家

に
岡
精
一

氏
、
彫
刻
家
に
荻
原
守
衛
氏

挿
畫

家
に
戸

張
孤
雁

氏
、
文
士

に
宮
澤
白
楡

氏
、
建

築

家

に
酒
井
祐
之
助

あ
り

て
各
專
門

方
面

に
筆

を

執

ら
れ

、
小
川
未

明
氏

も
其
編
輯
を
助

け
ら

る

ゝ

と

い
ふ

(
一
部
十

五
錢

、
芝
車

町
八
十

三
、
藝

術

社
)

◎

ロ
ビ
ン
ソ

ン
漂
流
記
(通
週
俗
文
庫
第
六
編
)

　
百
島
操
氏
の
抄
譯

に
し
て
此
有
名
な
る
物
語
り

　
の
内
容
を
窺
ふ
こ
と
を
得

べ
く
譯
文
簡
に
し
て

　
要
を
得
た
り
(
四
六
版
八
〇
頁
、
定
價

二
十
錢

、

　
東
京
駒
込
内
外
出
版
協
會
)

◎
女
性
と
趣
味
　
　
丸
山
晩
霞
著

　
再
版
漸
く
成
れ
り
、
初
版
に
比
し
て
表
裝
華
美

　
に
過
ぎ
不
調
和
の
觀
を
呈
せ
し
は

惜

む

べ
し

　
(定
價
貳

圓
、
小
石
川
久
堅
町
日
本
葉
書
會
)


